
 第Ⅱ部 第１２章 欧米における近代国民国家の発展 

１ ウィーン体制（２）体制の崩壊                                                  教教教教ｐｐｐｐ222234343434～～～～pppp222237373737（（（（L16L16L16L16）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（）            （1830）…フランスの反動王政打倒 

〔原因〕【2         】の反動政治（議会解散・選挙権制限） 

※国民の不満をそらすためアルジェリアに遠征 

〔革命〕パリ市民が武装蜂起→シャルル 10 世退位 

〔結果〕オルレアン家の【3           】が王に迎えられる 

→七月王政の開始（富裕市民の利益重視） 

【1     】革命 
ブ
ル
ボ
ン
朝 

〔七月革命の影響〕 …各国の自由主義運動活発化 

○【4      】がオランダから独立（1831） 

○ポーランド・ドイツ・イタリアで反乱 

→ロシア・オーストリアにより鎮圧 

七
月
王
政 

ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ大陸大陸大陸大陸    イギリスイギリスイギリスイギリス 

《自由主義改革》 

○【5      】廃止（1828） 

…国教徒以外でも公職就任可能 

（カルヴァン派） 

○【6             】法 

（1829）…カトリック教徒の公職 

就任が可能となる 

※オコンネルらの運動による 

○第 1 回【7          】 

（1832）…腐敗選挙区の廃止， 

産業資本家が選挙権獲得 

○【8         】運動 

…労働者が普通選挙実現を 

求めた運動（1837～58 頃） 

※【9        】を作成 

…普通選挙を求める請願書 

《自由貿易政策の進展》 

○東インド会社の中国貿易 

独占権が廃止（1834） 

○【10      】廃止（1846） 

…コブデン・ブライトの活躍 

○【11      】廃止（1849） 

社会主義思想の成立 

〔英〕工場主【12             】の努力 

→【13     】法制定（1833）…工場労働者の保護 

〔仏〕【14          】 ・ フーリエ 

※【15         】…二月革命に参加して臨時政府に入閣 

※プルードン…無政府主義を唱える 

〔独〕【16       】・エンゲルス…『共産党宣言』発行 

→資本主義社会から社会主義社会への移行を論理的に主張 

⇒社会主義理論を大成 

（）            （1848）…フランスの七月王政が打倒 

〔原因〕七月王政の内閣が選挙法改正運動を禁止 

〔革命〕パリ労働者・中小資本家らの暴動→国王ルイ＝フィリップ亡命 

〔結果〕七月王政打倒→【18    】政府が樹立（＝第二共和政開始） 

〔臨時政府の政治〕 …共和主義資本家＋社会主義者 

○労働者のため【19         】設立（ルイ＝ブランの提案）→失敗 

○四月の男性普通選挙→富裕資本家勢力の大勝（社会主義派大敗） 

○六月蜂起…社会主義者の暴動→政府軍により鎮圧 

○12 月の大統領選挙…【20            】が当選 

〔帝政復活〕 

○1851 年，ルイ＝ナポレオンのクーデタ→独裁権力掌握 

○1852 年，国民投票で皇帝【21            】として即位 

（＝第二帝政の開始） 

【17     】革命 

〔二月革命の影響〕 ＝【22     】革命…ウィーン体制崩壊！ 

○墺：ウィーンで蜂起！→メッテルニヒ失脚 

⇒「23        」…領内のベーメン・ハンガリーで反乱→鎮圧 

○普：ベルリンで蜂起！→普国王が憲法制定を承認 

⇒【24             】議会開催…ドイツ統一を目指す初の議会 

○伊：イタリア統一運動が起こる！→オーストリア軍により鎮圧 

第
二
共
和
政 

第
二
帝
政 

ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
崩
壊 


